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木質材料実験棟全国国際共同利用専門委員会

1.共 同利用施設および活動の概要

木質材料実験棟(WoodCompositeHall)は 、1994年2月 に完成 した大断面集成材 を構造

材 とする三階建 ての木造建築物である(写 真1)。1階 には、木質構造耐力要素の性能評価

用試験装置、木質 由来新素材開発研究用 の加 工、処理、分析 ・解析装置等が備 えられてい

る。3階 には、140名 程度収容可能な講演会場の他、30名 程度が利用できる会議室がある。

付属的施設 として実験住宅 「律周舎」(写 真2)の 他に、北山丸太の活用法をアピールす る

木質系資材置 き場(写 真3)が 平成22度 か ら新たに加 わった。

写真1:木 質材料実験棟全景 写真2:実 験住宅 「律周舎」 写真3:北 山丸太製資材置き場

写真4:竪 型油圧試験機 写真5:鋼 製反力フレーム 写真6:X線 光電子分析装置

1階 の実験室に設置 されてい る主たる設備 と活動状況は以下の通 り

1)1000kN竪 型サーボアクチュエーター試験機(写 真4):試 験体最大寸法は高 さ2.5m、

幅0.8m、 奥行き0.8m程 度 まで適用可能。集成材各種接合部の静的 ・動的繰 り返 し加

力実験、疲労実験、丸太や製材 品の実大曲げ実験、実大座屈実験その他に供用 されている。

2)500kN鋼 製反カフレーム水平加力実験装置(写 真5):試 験体最大寸法:高 さ2.8m、

長 さ4.5m(特 別の治具を追加すれば6mま で可能)、 奥行き1m。PC制 御装置 と最大

ス トロー ク500mmの 静的正負繰 り返 し加力用オイルジャッキを備 えている。耐力壁、木

質系門型 ラー メン、その他構造耐力要素の実大(部 分)加 力実験に供用 されている。木質

材料実験棟 で稼働率が非常 に高い装置の一つである。

3)X線 光電子分析装置(ESCA)(写 真6):試 料の最表面(5nm)を 分析可能。イオ ンエ ッ

チングを行 うことで深 さ方向の分析 も可能である。現在 の所、主 に、木質系炭素材料 の表
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面分析 に供用 されている。

4)木 造エ コ住宅(律 周舎:写 真2):平 成18年11.月 に完成 した自然素材活用型木質軸組

構法実験棟。金物 を一切使わず、木、竹、土等の 自然素材だけで構造体 を構築 したユニー

クな木造実験住宅である。各種外壁材の耐候性実験、振動性能評価実験、床下菌類の分布

計測実験、シロア リの木造住宅食害実験、屋根裏温度分布の計測等 を継続中。

平成23年 度の採択課題数 は17件 で、表1に 平成23年 度の受付課題名 、代表研究者、

所 内担当者 の一覧 を示す。

表1:平 成23年 度木質材料実験棟共同利用採択課題一覧

聾 研究課題 研究代表者名(共同研究者数)所属'
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写真7:割 裂破壊の様子

図1:割 裂耐力の実測値 と推定値の比較

2.共 同利用研究の代表的成果

1)課 題番号23WM-03「 横 引張力を起因 と

す る接合部 にお ける破壊のクライテ リア

の検討」(代 表:神 戸渡、東京理科大学)

では、集成材 に鋼棒 を埋 め込み接着剤で

接合す るGlued-in-Rod接 合部の繊維直

交方向破壊現象(横 引張を起因 とする集

成材 の割裂破壊)を 予測する独 自の提案

を行 った。横 引張破壊 を予測する計算式

は 日本建築学会木質構造設計規準におい

て提案 されてい るが、学会提案式(図1

では木規準:破 線)は あま りにも安全側

に算出 して しま うので、本研究では、破

壊力学を用いて横引張破壊 の推定 を試み、

切 り欠き長 さの違 うコンパク トテ ンシ ョ

ン試験(CT試 験)を 行い、切 り欠 き長 さ

ゼ ロに外挿することで、図1に 示すよ う

に実測値 と良 く合 う高い精度の推定(推

定値:実 線)が 可能 となった。

木質 窪oo.c処 玉里物

アルカリ処理毅oゴ 処厘

木質鉤0℃処理物03錯体

Pb卸 ∫)s'が木質熱処理物中
の酸性官能基と化学的に結合

,ル カリ処堤農Pb為 処履

木質300℃ 処理物Pb錯体

図2:木 質300℃ 処 理物 の鉛 イ オ ン(Pb2+)処 理 、お よび セ シ ウ

ムイ オ ン(Cs+)処 理 に伴 うFTIRス ペ ク トル 変化

2)課 題番号23WM-09

「木質熱処理物のイ

オン交換性お よびそ

の金属錯体の微細構

造」(代表:本 間千晶、

(地独)北 海道立総合

研 究機構 林産試 験

場)で は、木質熱処理

物 のイオン交換性 を

活用す るこ とによ り、

環境浄化資材、触媒等

としての利用展開を

期待 して、木質熱処理
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物 のイオン交換性官能基 と金属錯体形成 との関係、お よびその微細構造 に関する検討 を行

った。木質300℃ 処理物およびその鉛錯体のFT-IRス ペ ク トルお よびXPS分 析 の結果、図

2に 示す よ うに、木質300℃ 処理物表面にカル ポキシル基等イオン交換性官能基が多量に存

在 してお り、それ らと鉛イオ ン(Pb2+)が 塩形成等によ り化学的に結合することが示 された。

セシウムイオ ン(Cs+)も 木質300℃ 処理物 と同様の錯体を形成 していると考 えられた。

3.共 同利用状況

平成18年 度か ら23年 度までの共同利用状況の推移 を表2に 示す。

表2:木 質材料実験棟過去6年 間の利用状況の推移

期間 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

度 度 度 度 度 度

採択課題数202022151617

共同利用者

数(延 べ人97105111748169

数)

4.専 門委員会の構成及び開催状況(平 成23年 度)

小松幸平(委 員長、京大RISH)、 井上正文(大 分大工)、 巽太輔(九 大農)、 川瀬博(京 大 防

災研)、 林知行(森 林総研)、 仲村匡司(京 大農)、 篠原直毅(京 大RISH)、 山内秀文(秋 田木

高研)、 野 田康信(北 林産誌)、矢野浩之(京 大RISH)、 佐 ・々木貴信(秋 田木高研)、 渡辺 浩

(福岡大工)。 平成23年 度の専門委員会は、全てメール回議によって行 った。

5.特 記事項

平成23年 度共同利用研究活動 の中で作成 された修士論文、博士論文の代表的なものを以

下に示す。

[修士論文 ・卒業論文]

●23WM-04(代 表:井 上正文、大分大学)藤 内和貴:接 合金物 と接着剤を併用 した木材

接合法の強度発現機構 に関する研究 各種 コネ クターを用いた接合部の強度性能、

平成23年 度卒論(大 分大学)

●23WM-12(代 表:瀧 野敦夫、大阪大学)大 築誠也:木 質 ラーメンフ レームと構造用合

板を用いた耐力壁 を併用 した門型フ レームの水平加力実験耐力壁を併用 した木質 ラー

メンフレームのせん断耐力 に関する実験的研究、平成23年 度修論(大 阪大学)

●23WM-03(代 表:神 戸渡、東京理科大学)野 口雄 司:接 合金物 と接着剤 を併用 した木

材接合法の強度発現機構 に関す る研究 一繊維直交方向に挿入 され た場合の割裂耐力

推定法の提案 一、平成23年 度修論(大 分大学)
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平成23年 度共同利用研究活動の中で作成 された研究の成果による

学術賞および学術論文誌に発表 された論文

[査読付き論文]

● 田中 圭、野 口雄司、神戸 渡、森 拓郎、井上正文:集 成材 の繊維直交方 向に挿入

したGIR接 合部の割裂耐力推定法の提案、構造工学論文集、2012(投 稿 中)

[その他:学 会 口頭発表]

●22WM-02(代 表:井 上正文、大分大学)天 雲梨沙、野 口雄司、田中 圭、森 拓郎、井

上正文:接 合金物 と接着剤を併用 した木材接合法の強度発現機構 について その9繊

維 直交方向引抜 きにおける縁距離が強度性能 に与 える影響、 日本建築学会学術講演梗

概集構造㎜、pp.353-354、2011.

●23WM-04(代 表:井 上正文、大分大学)田 中 圭、野 口雄 司、井上正文、森 拓郎:

繊維直交方向に埋め込まれたGIR(Glued-in-Rod)接 合具の引抜耐力、第18回 日本木材

学会九州支部大会講演集 、51-52、2011年8.月

●22WM-12(代 表:五 十 田博、信州大学)清 水秀丸、森 拓郎、林 彦孝、五十 田博、

小松幸平:木 造住宅における非構造部材が耐震性能に及ぼす影響(そ の2)廻 り階段の

場合、 日本建築学会学術講演梗概集構造皿、pp.141-142、2011.

●22WM-12(代 表:五 十 田博、信州大学)森 拓郎、清水秀丸、若林大介、五十 田博、

小松幸平:木 造住宅における非構造部材が耐震性能に及ぼす影響(そ の3)枠 組壁工法

の階段について、 日本建築学会学術講演梗概集構造皿、pp.143-144、2011.

●23WM-12(代 表:瀧 野敦夫、大阪大学)大 築誠也、瀧野敦夫、森 拓郎、神戸 渡、

宮本裕司:木 質ラーメンフレーム と構造用合板 を用いた耐力壁 を併用 した門型フ レー

ムの水平加力実験、 日本建築学会学術講演梗概集構造皿、pp.11-12、2011.
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